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☆会員増強活動

ハーモニカ音楽の普及、会員増を目指した「会員

増強活動」を以下の通り展開いたします。

1.新規教室の開設への支援

・新規教室の開設に当たり、新規会員の獲得があ

った場合、開設した年度に限り「新規会員数×

年会費」相当額をその教室に還元します。

・新規教室の運営において、講師補助者が必要な

場合、当会より派遣します。

2.来年度より年少会員（満 18 歳以下）の会費免除

3.経験が乏しく、教室の開設や教室運営の方法が分

からない人への支援（講習会の開催、ベテラン講

師が運営する教室の見学等）

以上とは別に、日芸協本部では、今年度より以下

を実施します。

1.幼児・小中学生がハーモニカ講座を受講し、ハー

モニカを購入した場合、ハーモニカ１本の購入金

額の２分の１（上限は 2,500 円）を補助する。

2.当協会（本部）の公認指導員が新しく教室を開設

し、受講者を募集する場合に要したチラシ印刷

代金の一部を助成する。（代金の 50％で上限

5,000 円）

☆第 45 回 日本ハーモニカ賞

4 月 23(日）全日本ハーモニカ連盟「ハーモニカ・

フォーラム 2023」が東京・日暮里で開催され、入山

佳江さん（当会副理事長、名古屋支部長）が日本ハ

ーモニカ賞を受賞されました。

☆ミニコンサート＠ナディアパーク

梅雨空の 6 月 18 日（日）ナディアパーク（名古屋

市栄）の 7 階青少年広場にて、「大澤ハーモニカ研

究会」のメンバーにより開催されました。ここは、

隣接したカフェで一般の方が飲食するオープンス

ペースで音響機器の使用を含め無料です。一般の方

へのハーモニカ音楽の紹介と日頃の練習成果を発

表しようと、独奏 6人、

二重奏 1 組、四重奏

1 組が演奏しました。

12 時～13 時と短い

時間でしたが、大澤龍己先生の「さくらのワルツ」

で締め括くりました。 （寄稿:小黒雅元さん）

☆日本ハーモニカ芸術協会（本部）総会

2023 年度総会が 4 月 24 日 13 時より東京・日暮

里サニーホールで開催されました。田邊会長、上相

談役の挨拶に続いて議長に加藤精吾理事長（当会会

長）を選出。第 1 号議案 2022 年度事業及び決算報

告、第 2 号議案 2023 年度事業計画及び予算（案）、

第 3 号議案 理事の承認 の各議案が、賛成多数で承

認されました。2023 年度の事業としては、新たに

「幼児・小中学生に対するハーモニカ購入費の補助

金制度」、「ハーモニカ教室新規開設に関するチラシ

代金の補助制度」などが盛り込まれています。この

後 グレード認定証、長老栄誉賞、佐藤秀廊賞の授

与贈呈が行われました。

☆日芸協中部(当会） 総会

5 月 1 日（月）日本特殊陶業市民会館（名古屋市中

区）にて 10 時より開催されました。大澤理事長の

開会宣言で、総会員数 553 人のうち出席者 431 人（委

任状を含む）をもって総会成立が報告されました。

加藤会長の挨拶の後、議長に戸田 明さんが選出され

ました。 第 1 号議案 2022 年度事業・決算報告につ

いて伊藤事務局長から説明の後、出口監査役から適

正であるとの報告があり、賛成多数で承認されまし

た。 第２号議案 2023 年度事業計画・予算案につい

ても賛成多数で承認されました。今年度の主な事業

は、「ハーモニカの日( 8 月 2 日）」に開催される第

34回日芸協中部コンサート（ゲストはカルテット響）

の他、第 28 回アンデパンダン発表会、年 3 回の広報

紙の発行、研修会は年１回ですが、同日に複数講座

を開催し、受講者は複数の講座が受講できます。 第

3号議案 会則改正について賛成多数で承認されまし

た。これにより 2024 年度より年会費が 1,200 円から

2,000 円となりますとともに、18 歳未満の会員が全

額免除となります。議事終了後、加藤会長より師範

昇格者 1 人、準師範合格者 3 人、長老栄誉賞受賞者

6 人の紹介がありました。（詳細は裏面）又、理事長

より「会員増強活動」について説明がありました。

(詳細は下欄）

☆第 41 回 FIH ハーモニカコンクール

6 月 3 日（土）全電通ホール(東京・御茶ノ水）に

て決勝ライブが行われ、複音ソロ部門で田中恭枝さ

ん（師範、福井県）が第 1 位を受賞されました。

＜10月に新規開催の演奏会＞
＊詳細は裏面のイベントカレンダーに記載

10/ 1 ハートフルコンサート in 昭林公民館(安城)

安城市 問合せ先：大澤龍己さん 0566-76-3492

10/17 第 1 回 三重ハーモニカ街道演奏会

四日市市 問合せ先：松岡啓子さん 0594-21-2956

10/23 名刹ハーモニカコンサート in 普元寺

西尾市 問合せ先：大澤龍己さん 0566-76-3492



❖イベントカレンダー❖ 2023 年 8 月 1日現在
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◇ グレード認定等のお知らせ ◇

2023 年 4 月 中部支部関係分

【初級】★中日栄(入門・初級)=鳥居喜平 ★旭森川

教室=鯉川敬一郎、高田正幸、大矢ふじゑ、藪 邦光、

板谷博之 ★Kドレミ=酒井牧子

【中級】★旭森川教室=小川久代 ★根本ﾊｰﾓﾆｰｽﾞ=

小森 強、熊沢はつ ★さくらﾊｰﾓﾆｰｽﾞ=友岡幸一、舩

渡冬美、西澤裕子、左髙テル ★中瀬教室=松本政男

【上級】★さくらﾊｰﾓﾆｰｽﾞ=今尾幸夫

【研究科】★西尾ﾊｰﾓﾆｶｻｰｸﾙ=手島美香 ★K ドレミ=

柴山真由美 ★大澤栄教室=市田俊一、長門久明 ★

東海ﾊｰﾓﾆｰｽﾞ=柴田哲哉

【準師範】伊藤育枝、黒田賢治 、長沼英幸

【師範】寒竹由佳（武豊町）

【長老栄誉賞】小黒雅元、加藤精吾、小林義行、

小栁敏郎、鈴木國之、中村 健

☆準師範合格者の喜びの声

指導の先生の勧めもあって「よし、試験に挑戦し

てみよう」と思ったのが、12 年ほど前になります。

当初は取り組む姿勢が甘かったのか、合格への壁は

厚く、私にとって難敵でした。何度も挑戦するうち、

若い人たちがどんどんクリアーしていく様を横目で

見て、悔しくもあり、自分の能力の無さを嘆いた時

もしばしばありました。しかしながら、毎年、挑戦

を続けているうちに、日々の練習が日課となり、い

つしか習慣づいてくると、決まった時間になると、

ハーモニカを手にする自分の姿がありました。10 年

以上にわたる挑戦は、長い道のりのようですが、私

にとってはあっという間のことでした。毎日、やる

ことがあるという楽しささえ感じられた 10 年間で

した。一方で辛抱強くご指導くださった先生方には

感謝申し上げる次第です。ありがとうございました。

（寄稿：黒田賢治さん）

☆第 17 回 全知多ハーモニカ演奏会

梅雨の中、6 月 11 日（日）に東海市芸術劇場多目

的ホールで開催されました。知多支部では毎年開催

地区を変更しており、東海市は、2018 年に開催する

予定でしたが、台風により中止となり、今回初めて

の開催となりました。辰巳春美さんの軽妙な司会で

演奏会は始まり、独奏 15 人、二重奏 2 組、四重奏 2

組、五重奏 1 組、合奏 9 組で、延べ 87 人が日頃の練

習の成果を発表しました。このホールは音響も素晴

らしく、気持ちよく演奏を披露することができまし

た。4 人の指導者の模範演奏の後、演奏会最後はゲス

トにお招きした「コーキンズ」

により、「郷愁」など 3 曲が演

奏され、アンコールの「天国と

地獄」で幕が閉じました。

（寄稿：高野則昭さん）

☆第 16 回 三河ハーモニカ演奏会

5 月 28 日（日）岡崎シビックセンターで開催され

ました。心配したコロナによる、会場利用の制限も

無く、一般観客数が約 130 人、出演者数 91 人、プロ

グラム数は 23、演奏曲数は 54 曲。今回 合奏で初

出場された「エンジョイ島坂」グループの練習成果

発表は見事でした。このグループ以外でも活動の停

滞や会員数減少の中で、メンバーの編成替えや新グ

ループの創設をされるなど、ハーモニカ活動の活性

化の努力をされていました。「ログ・ホライズン」グ

ループの成長ぶりにも目を見張るものがありまし

た。中でも、松山兄

弟は昨年度の日芸協

複音ハーモニカコン

クールで入賞・特別

賞を獲得され、演奏

会でも会場が盛り上りました。(寄稿：西口正明さん）

エンジョイ島坂


